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新型コロナウルスの世界的な感染拡大によって、私たちの
生活は一変しました。食料の確保や食の安全に関心を持つ
人が増えています。農産物に焦点を当ててみました。

食の安全と
　　　農地を守る
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？
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◇
12
月
議
会
で
は
、
他
に
「
電
力
の
固
定
価
格

買
取
り
制
度
か
ら
の
自
立
」
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

◆
く
に
か
ね
久
子
の
一
般
質
問

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

大和市内の直売所

神奈川ネットは、市民・女性が政策を作っています。市議会で市民政策を提案しています。

や
まと 神奈川ネット神奈川ネット
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コ
ロ
ナ
禍
で
考
え
る

食
の
大
切
さ
　

　

日
本
の
食
料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
2
0
1
9
年
は
38
％
で
す
。

T
P
P
が
発
行
し
た
の
ち
輸
入
量
が
増

し
、
食
料
品
が
安
く
な
っ
た
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
の
裏
側
に
は
、
緊
急
時
に
自
ら

の
力
で
ど
れ
だ
け
食
料
を
確
保
で
き
る

か
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

輸
出
入
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

輸
入
に
頼
る
日
本
の
食
料
の
安
定
的
な

供
給
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

食
料
自
給
率
の
向
上
と

農
地
の
確
保
は
車
の
両
輪

　
食
料
自
給
率
の
向
上
に
は
、
農
業
生

産
側
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
加
え
、

消
費
者
の
理
解
と
協
力
も
不
可
欠
で
す
。

　
農
地
は
宅
地
等
へ
の
転
用
や
耕
作
放

棄
地
の
増
加
に
よ
り
、
面
積
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
自
給
率
の
向
上
に
は
、
限

ら
れ
た
農
地
を
守
り
、
最
大
限
に
活
用

顔
の
見
え
る
関
係
に
な
り
ま
す
。市
民

は
、新
鮮
な
農
産
物
を
食
べ
応
援
す
る
こ

と
で
生
産
者
と
農
地
を
守
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
安
心
・
安
全
な
地
場
野
菜
を
食
べ
続

け
た
い
と
願
う
市
民
は
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。都
市
農
業
を
守
り
育
て

る
こ
と
で
、
自
給
率
を
上
げ
、
食
の
安
全

を
確
保
し
、緑
地
と
し
て
の
農
地
も
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

よ
り
安
全
な
農
産
物
を

　
日
本
は
、耕
地
面
積
当
た
り
の
農
薬
使

用
量
が
多
い
国
で
す
。

　
農
水
省
は
、
国
内
の
有
機
農
業（
化
学

肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
不
使
用
）の
耕
作

面
積
を
2
0
3
0
年
ま
で
に
お
よ
そ
２
・

６
倍
に
拡
大
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。大
和
市
の
有
機
農
業
生
産
者

は
法
人
一
社
と
個
人
一
人
の
み
で
す
。

　
今
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、た
い
肥
を

使
い
、化
学
肥
料
や
農
薬
の
使
用
を
五
割

以
下
に
低
減
す
る
持
続
可
能
な
環
境
保

全
型
農
業
で
す
。こ
れ
は
、
農
林
水
産
省

が
推
奨
す
る
農
業
の
取
組
で
、農
家
は
一

定
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、市
町
村
か
ら
交
付
金
で
支
援
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

12
月
議
会
で
は
、「
環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
制
度
」の
周
知
を
提
案
し
ま
し

た
。答
弁
で
は
、
支
援
の
対
象
と
な
る
農

業
者
や
新
た
な
対
象
者
を
含
め
て
、周
知

に
努
め
て
い
き
ま
す
と
前
向
き
な
答
弁

で
し
た
。

　
将
来
の
世
代
に
も
安
心
な
地
場
野
菜

が
継
承
さ
れ
る
よ
う
、食
の
安
全
と
農
地

を
守
る
提
案
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
以
前
、
市
内
の
農
地
を
市
民
の
方
々

と
回
っ
た
時
に
、
思
っ
た
以
上
に
農
地

が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え

ま
し
た
。

農
業
振
興
は
市
民
と
共
に

　
農
業
の
継
続
と
農
地
保
全
は
喫
緊
の

課
題
で
す
。私
は
、
2
0
1
7
年
3
月
議

会
で
、市
街
地
で
の
農
業
活
性
化
策
と
し

て
大
和
市
で
も
法
に
基
づ
く「
都
市
農
業

振
興
基
本
計
画
」を
策
定
す
る
よ
う
提
案

し
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
に
基
本
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。市
長
は
巻
頭
で
、
市
民
の
健

康
を
支
え
る
う
え
で「
食
」と「
農
業
」の

強
い
結
び
つ
き
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
計
画
に
よ
り
都
市
農
地
の
位
置
づ
け

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り
生
産

緑
地
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
る
見
直
し

で
、
市
街
化
区
域
内
農
地
を
新
た
に
11

か
所
、生
産
緑
地
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
大
和
市
の
よ
う
に
生
産
者
と
消
費
者

が
近
い
地
域
は
、作
る
人
と
食
べ
る
人
が

く
に
か
ね
久
子
（
大
和
市
議
）

厚
木
基
地
を
め
ぐ
る

新
た
な
課
題

　

空
母
艦
載
機
部
隊
の
厚
木
基
地
か

ら
岩
国
基
地
へ
の
移
駐
が
完
了
し
、

2
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
か
つ
て
は
、

ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
に
よ
る
1
0
0
デ

シ
ベ
ル
以
上
の
騒
音
測
定
が
4
0
0

回
を
超
え
る
月
も
あ
り
ま
し
た
。

　

基
地
周
辺
の
耐
え
難
い
騒
音
は
減

少
し
ま
し
た
が
、
自
衛
隊
機
や
米
海

軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
部
隊
に
よ
る

タ
ッ
チ
ア
ン
ド
ゴ
ー
や
22
時
過
ぎ
の

飛
行
な
ど
、
市
民
が
期
待
し
た
よ
う

な
静
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

は
、
依
然
と
し
て
取
り
戻
せ
て
い
ま

せ
ん
。

　

昨
年
7
月
に
は
、
木
更
津
駐
屯
地

に
陸
上
自
衛
隊
の
オ
ス
プ
レ
イ
２
機

が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に

15
機
が
追
加
さ
れ
、
全
17
機
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
横
田
基
地

に
は
米
空
軍
の
オ
ス
プ
レ
イ
が
５
機

配
備
さ
れ
て
お
り
、
厚
木
基
地
周
辺

に
も
た
び
た
び
飛
来
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ス
プ
レ
イ
は
、
2
0
1
6
年
の

沖
縄
県
名
護
市
の
墜
落
事
故
や

2
0
1
7
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
3
人
が
死
亡
す
る
墜
落
事
故
を
起

こ
す
な
ど
事
故
率
が
高
く
、
安
全
性

に
不
安
が
あ
り
ま
す
。

　

10
月
に
は
、
米
陸
軍
の
迎
撃
ミ
サ

イ
ル
「
ぺ
ト
リ
オ
ッ
ト
」
部
隊
の
厚
木

基
地
で
の
独
自
訓
練
と
い
う
従
来
と

は
違
う
基
地
使
用
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
課
題
と
共
に
、
部
品
の
落

下
事
故
や
飛
行
機
事
故
発
生
の
危
惧

は
引
き
続
き
の
課
題
で
す
。


